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合
併
後
三
年
、
新
年
度
に
向
け
て 

「
基
本
理
念
」
を
次
の
と
お
り
掲
げ
ま
し
た
。 

① 

地
域
商
工
業
者
の
信
頼
と
支
持
さ
れ
る
商
工
会
づ
く
り 

② 

活
力
あ
る
創
造
と
協
働
す
る
地
域
づ
く
り 

                        

Ⅰ 

基
本
方
針 

 

世
界
的
な
原
油
や
食
料
価
格
の

高
騰
に
よ
り
、
農
商
工
業
者
・
中
小

企
業
者
な
ど
、
価
格
転
嫁
が
困
難
な

立
場
に
あ
る
生
産
者
の
活
動
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
生

活
関
連
物
資
の
価
格
上
昇
は
、
個
々

の
生
活
者
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
る

と
と
も
に
、
医
療
や
年
金
問
題
、
そ

し
て
雇
用
者
間
の
格
差
問
題
な
ど
に

起
因
す
る
国
民
の
不
安
感
が
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
消
費
マ

イ
ン
ド
を
さ
ら
に
冷
え
込
ま
せ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
国
内
の
景
気
回
復
が
弱

い
中
で
、
世
界
の
経
済
恐
慌
が
現
実

化
し
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
の
高
騰
に
繋

が
り
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
は
厳
し

い
局
面
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

特
に
、
一
時
産
品
価
格
の
高
騰
は
、

日
本
の
よ
う
な
資
源
・
食
料
輸
入
国

に
と
っ
て
、
国
内
か
ら
国
外
に
実
質

的
に
所
得
が
移
転
す
る
こ
と
を
意
味

し
、
生
活
水
準
の
切
り
下
げ
へ
の
リ

ス
ク
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
商
工
会
は
こ

れ
ま
で
も
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る

経
営
改
善
普
及
事
業
の
実
施
主
体
と

し
て
の
役
割
の
ほ
か
、
地
域
振
興
や

街
づ
く
り
、
行
政
事
務
受
託
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し
、
地
域

に
お
け
る
総
合
的
な
経
済
団
体
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
国
や
道
・
市
町
村
の

行
財
政
改
革
の
取
組
の
ほ
か
、
少
子

化
・
高
齢
化
の
予
想
を
上
回
る
進
行

や
情
報
化
の
進
展
、
小
規
模
事
業
者

の
支
援
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化

な
ど
、
商
工
会
を
取
り
巻
く
経
済
・

社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と

に
伴
い
、
商
工
会
の
地
域
で
果
た
す

役
割
も
変
化
し
て
き
て
い
る
の
が
現

実
で
あ
り
、
こ
う
し
た
①
地
域
の
ニ

ー
ズ
確
り
と
応
え
ら
れ
る
機
動
的
な

組
織
運
営
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

 

従
い
ま
し
て
、
②
商
工
会
と
し
て

人
と
人
の
繋
が
り
を
活
か
し
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
維
持
に
貢
献

す
る
よ
う
、
③
会
員
の
皆
様
と
と
も

に
、
役
職
員
一
体
と
な
り
地
域
根
ざ

し
、
会
員
に
向
い
た
組
織
力
発
揮
に

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年

度
の
事
業
遂
行
に
あ
た
り
、
日
高
町

並
び
に
関
係
機
関
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
引
き
続
き
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

平成 21年 4月 30日（第 67号） 
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Ⅱ 

基
本
理
念 

①
地
域
商
工
業
者
の
信
頼
と
支
持
さ

れ
る
商
工
会
づ
く
り 

②
活
力
あ
る
創
造
と
協
働
す
る
地
域

づ
く
り 

 

Ⅲ 

重
点
事
項 

①
地
域
産
業
総
勢
を
基
準
と
し
た
活

性
化
事
業
の
展
開
（
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ

競
馬
支
援
等
） 

②
巡
回
指
導
の
拡
充
強
化 

③
情
報
化
の
積
極
的
推
進
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
拡
充
と
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

化
） 

④
商
工
会
員
の
加
入
促
進 

⑤
財
政
基
盤
強
化
対
策
事
業
の
推
進 

⑥
経
営
革
新
支
援
事
業
の
推
進 

 

以
上
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画

案
よ
り 

  

平
成
二
十
一
年
度
通
常
総
会 

  

日
高
町
商
工
会
平
成
二
十
一
年
度

通
常
総
会
は
、
五
月
十
九
日
午
後
二

時
よ
り
門
別
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

議
案
は
九
議
案
提
案
さ
れ
、
本
年

度
は
役
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
役
員

改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。 

  

雇
用
保
険
料
率 

  
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
雇
用
保
険

の
料
率
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
。 

【
一
般
の
事
業
】 

保
険
料
率
千
分
の
十
一 

（
事
業
主
千
分
の
七
） 

（
労
働
者
千
分
の
四
） 

【
農
林
水
産
・
清
酒
製
造
】 

保
険
料
率
千
分
の
十
三 

（
事
業
主
千
分
の
八
） 

（
労
働
者
千
分
の
五
） 

【
建
設
業
】 

保
険
料
率
千
分
の
十
四 

（
事
業
主
千
分
の
九
） 

（
労
働
者
千
分
の
五
） 

  

マ
ル
経
一
千
五
百
万
ま
で 

  

マ
ル
経
融
資
制
度
（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
）
の
融

資
限
度
額
が
一
千
万
円
か
ら
一
千
五

百
万
円
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
返
済
期
間
も
運
転
資
金
五
年
以

内
か
ら
七
年
以
内
に
、
設
備
資
金
は

七
年
以
内
か
ら
十
年
以
内
と
期
間
が

延
び
ま
し
た
。
融
資
利
率
は
四
月
十

五
日
現
在
で
二･

一
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

マ
ル
経
融
資
制
度
は
、
無
担
保
・

無
保
証
で
、
金
利
も
低
金
利
の
融
資

制
度
で
す
が
、
融
資
を
受
け
る
に
は

条
件
が
あ
り
ま
す
。 

①
商
工
会
の
経
営
指
導
を
六
ヶ
月
以

上
受
け
て
い
る
こ
と
。 

②
所
得
税
、
法
人
税
、
事
業
税
等
の

義
務
納
税
額
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。 

③
商
工
業
者
と
し
て
一
年
以
上
事
業

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

ま
た
、
商
工
会
で
行
わ
れ
る
金
融

審
査
会
の
推
薦
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

詳
し
く
は

商
工
会
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

   

女
性
部
長
は
小
谷
節
子
さ
ん 

女
性
部
総
会 

  

四
月
二
十
一
日
出
席
者
九
十
五
名

（
委
任
出
席
含
む
）
で
女
性
部
の
総

会
が
開
催
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案

は
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

な
お
、
役
員
改
選
で
は
、
部
長
に

小
谷
節
子
（
新
任
）
さ
ん
。
副
部
長

に
は
今
井
絹
江
さ
ん
（
留
任
）
、
鎌
田

雪
子
さ
ん
（
新
任
）
、
樽
屋
れ
い
子
さ

ん
（
新
任
）
、
安
田
敏
枝
さ
ん
（
新
任
）

が
執
行
部
か
ら
指
名
さ
れ
、
満
場
一
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致
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
最
後
に
、
永
年
部
長
を
務
め
た
堀

江
育
子
さ
ん
に
対
し
て
、
感
謝
の
言

葉
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

   

「
ヤ
マ
だ
べ
さ
弁
当
を
復
活
さ

せ
る
会
」
を
継
続
事
業 青

年
部
総
会 

  

四
月
二
十
二
日
青
年
部
の
総
会
が

開
催
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
の
全

て
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

 

二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、

昨
年
度
実
施
し
た
「
ヤ
マ
だ
べ
さ
弁

当
を
復
活
さ
せ
る
会
」
の
事
業
を
継

続
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
販
売
活
動

や
ヤ
マ
ベ
を
使
っ
た
新
た
な
商
品
開

発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
最
後
に
役
員
改
選
が
行
わ

れ
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

部
長
に
望
月
章
（
留
任
）
、
副
部
長 

坂
本
達
哉
（
留
任
）
、
金
村
佳
嗣
（
留

任
）
、
廣
木
俊
隆
（
新
任
） 

        

   

建
設
業
決
算
報
告
書 

  

建
設
業
の
決
算
報
告
書
様
式
が
変

わ
り
ま
し
た
。 

 

様
式
は
、
次
の
要
領
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
下
さ
い
。 

①
北
海
道
庁
〔
右
下
の
バ
ナ
ー
〕 

②
電
子
申
請
／
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド ③
北
海
道
電
子
自
治
体
共
同
シ
ス
テ

ム
〔
左
下
の
バ
ナ
ー
〕 

④
電
子
申
請
（
様
式
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
） 

⑤
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索 

 

【
建
設
業
】
と
入
力
す
る
と 

建
設
業
に
係
る
各
様
式
が
あ
り

ま
す
。
様
式
に
は
個
人
・
法
人
の
建

設
業
決
算
報
告
書
か
ら
、
経
営
審
査

事
項
、
更
新
許
可
申
請
様
式
も
あ
り

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
な
い
場
合

は
、
商
工
会
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

用
紙
を
お
渡
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
（
有
料
） 

 

『
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け

し
ま
す
』 

商
工
会
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

  

平
成
十
九
年
に
商
工
会
が
合
併
し

て
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閉
鎖
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

日
高
町
の
特
産
品
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
満
載
し
、

楽
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
商
工
会
か
ら
の
情
報
も

随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
下
さ
い
。 

h
ttp
:/
/
w
w
w
.h
-
h
id
a
k
a
.c
o
m
 

 

「
日
高
町
商
工
会
」
で
検
索
し
て

も
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。 

 

商
工
会
勤
務
時
間
変
更 

五
時
十
五
分
ま
で 

  

商
工
会
庶
務
規
程
の
改
正
に
よ
り
、

職
員
の
勤
務
時
間
が
、
従
来
午
後
五

時
か
ら
十
五
分
延
び
て
、
午
後
五
時

十
五
分
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
伴
い
、
商
工
会
も
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

     

完成した弁当にぎり 3 個入り 
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日
高
町
複
合
施
設
（
サ
ン
ポ
ッ
ケ
） 

利
用
料
の
改
定 

 

日
高
町
複
合
施
設
（
研
修
室
・
多

目
的
ホ
ー
ル
）
管
理
規
程
（
平
成
九

年
二
月
八
日
施
行
）
の
一
部
を
次
の

と
お
り
改
正
す
る
。 

 

（
使
用
料
） 

 

五
条 

前
条
の
規
定
に
よ
り
使
用

許
可
を
受
け
た
者
の
使
用
料
は
、
別

表
に
定
め
る
使
用
料
と
す
る
。 

 

五
条
の
二 

使
用
者
は
、
使
用
許

可
と
同
時
に
使
用
料
を
納
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
日
高
町

商
工
会
長
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と

認
め
た
と
き
は
、
後
納
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

 

五
条
の
三 

既
納
の
使
用
料
は
還

付
し
な
い
。
た
だ
し
、
日
高
町
商
工

会
長
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め

た
と
き
は
、
既
に
納
付
さ
れ
た
使
用

料
の
一
部
又
は
全
部
を
還
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

（
使
用
料
の
減
免
） 

 

六
条 

日
高
町
商
工
会
長
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
使

用
料
を
減
額
及
び
免
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 

①
減
額 

商
工
団
体
等
日
高
町
商

工
会
長
が
認
め
る
団
体
が
使
用
す
る

場
合
に
お
け
る
使
用
料
は
、
別
表
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
時
間
あ
た

り
二
〇
〇
円
と
す
る
。 

 

②
免
除 

日
高
町
商
工
会
が
主
催

す
る
行
事
等
に
使
用
す
る
と
き
。 

＊
基
本
料
を
四
時
間
と
し
、
超
過
時

間
一
時
間
（
一
時
間
に
満
た
な
い
端

数
は
切
り
上
げ
る
）
に
つ
い
て
規
定

使
用
料
の
四
分
の
一
を
加
算
す
る
。 

＊
冷
房
・
暖
房
を
必
要
と
す
る
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
使
用
料
の
五
割

増
し
の
額
を
徴
収
す
る
。 

＊
町
外
の
使
用
者
で
営
利
を
目
的
と

し
な
い
使
用
に
つ
い
て
は
、
規
定
使

用
料
の
三
〇
割
増
し
の
使
用
料
を
徴

収
す
る
。 

＊
収
益
（
営
利
を
目
的
と
す
る
商
業

活
動
及
び
入
場
料
を
徴
収
す
る
催
し

物
等
）
を
目
的
と
す
る
利
用
の
場
合

は
、
町
民
に
あ
っ
て
は
規
定
使
用
料

の
二
〇
割
増
し
、
町
民
以
外
の
者
に

あ
っ
て
は
五
〇
割
増
し
の
使
用
料
を

徴
収
す
る
。 

＊
使
用
料
に
一
〇
円
未
満
の
端
数
が

生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を

切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。 

雇
用
調
整
助
成
金
制
度
の
拡
充 

  

景
気
の
変
動
、
産
業
構
造
の
変
化

そ
の
他
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
事
業

活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働

者
や
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
る
派

遣
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
た

め
、
休
業
等
の
実
施
に
よ
り
雇
用
調

整
助
成
金
及
び
中
小
企
業
緊
急
雇
用

安
定
助
成
金
を
受
給
す
る
事
業
主
の

う
ち
、
解
雇
等
を
行
わ
な
い
事
業
主

の
助
成
率
を
上
乗
せ
し
ま
す
。 

 

助
成
率
は 

雇
用
調
整
助
成
金 

 

三
分
の
二
↓
三
分
の
四 

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金 

 

五
分
の
四
↓
十
分
の
九 

 

詳
し
く
は
、
最
寄
の
労
働
局
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 

施設利用料  （単位：円） 

基本料 冷・暖房料 
施 設 名 

4 時 間 

  多目的ホール 3,150 1,570 

二 カルチャー教室 840 420 

階 小会議室 840 420 

  展示・休憩室     


